[image: image1.wmf]N

n

=

=

=

4

1

4

π

π

斜線部の正方形の面積

４分の１の円の面積
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モンテカルロ法によるπの計算
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【半径が１の円】

われわれは，円の面積はπｒ2（ｒ半径）であることを知っている。半径が１の円を書けば，その面積はπとなる。

【４分の１を考える】

　斜線をした部分を考える。この正方形は１辺が１であるから，その面積は１であり，この中の円は半径１の円の４分の１の面積である。

【でたらめに点を打つ】

　斜線をした部分にでたらめに点をうてば，ある点は円の内部に打たれ，ある点は円の外部に打たれる。この点の比率を計算してπを求めることができる。

【πの求め方】

　斜線部に打たれた点の数をＮ，そのうち円の内部に打たれた点をｎとすれば，πは次のようにして求めることができる。
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【点の打ち方】

　円の中心を原点とし，斜線部内部の点を座標（x,y）とする。xは０から１までのランダムな数であり，yも同様である。このランダムな点はコンピュータでは乱数を用いて発生させることができる。

【円の内部にあるかどうか】

　原点からの距離は
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で表される。原点からの距離が１以内であれば，この点は円の内部にある。その条件を式で表せば，
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たとえば，（0.325,0.603）は　
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　で円の内部である。

しかし，　(0.823,0.923）は
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　となり，円の外部である。

これは，コンピュータでは，簡単な計算とIF関数で判定することが可能である。

【応用】

　このようにランダムな数を用いた方法は，πを求める数値計算だけでなく，偶然性が支配するサイコロの目や，トランプの絵柄などの確率が支配する現象をシミュレートすることが可能である。また，試行回数を増やすほど真の値に近づくという特性を持つ。高速な計算が可能なコンピュータ向きの方法ということができる。
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